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あらまし： 我々は PC のカメラから食べ物カードを読込むと、食べ物の 3 次元 CG が画面上に

現れ、その栄養学的な役割を学ぶことができる、幼児を対象にした食育 AR(拡張現実)教材ソフ

トウエアを開発した。我々は、こども園において、本食育 AR 教材ソフトウエアを用いた教育実

践を行うとともに、保育士を対象に、本教材ソフトウエアの有効性を評価するためのアンケー

ト調査を実施した。本研究では、その評価結果に基づき、保育士による食育 AR 教材を用いた食

育指導の可能性について考察する。
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1. はじめに
国民が健全な心身を培い、豊かな人間性をはぐく

むための食育を推進し、子どもたちの健全な食生

活の実現と豊かな人間形成を図るため、学校にお

ける食育を推進することが重要視されるようにな

った。近年「食育白書」において、我が国の発展の

ためには、子どもたちの健全な心と身体を培い、未

来や国際社会に向かってはばたくことが出来るよ

うにするとともに、全ての国民が心身健康を確保

し、生涯にわたって生き生きと暮らすことができ

るようにすることが大切である 1)とうたっている。 

2. 食育活動内容
保育園(所)・幼稚園への訪問活動では、「食べる

ことの大切さ」をテーマに「米や野菜、肉、魚等、

おひさまの光を浴びた食べ物、つまりおひさまパワ

ーいっぱいの食べ物を食べることで元気で丈夫な身

体をつくることができる」という内容のペープサー

ト劇で実演した。｢栄養素」や「たんぱく質」という

言葉は使わず、「『おひさまパワー』 いっぱいの食

べ物を食べると、体の中に『元気のもと』 がいっぱ

いできる」と話した。さらに「バランスよく食べる

ことの大切さ」を「おひさまパワーのたべものカー

ド」を使って、｢食品を船体と船室、煙突の三つのグ

ループに分け、それぞれのグループの食べ物を揃え

ると船の形が完成し動く(図 1)。それぞれのグルー

プの食べ物を食べると元気に遊ぶことのできる身体

になれる。」と説明した。 

保育士、栄養士、親、地域などのいろいろな立

場からの連続した働きかけが重要であると考え、

AR 教材ソフトウエアを利用し、食育指導に応用す

ることを試みた 

3.食育 ARカード
我々は、3 次元ゲーム開発エンジン Unity と

AR(拡張現実 Augmented Reality）ライブラリの

Vuforia を利用して、パソコンに接続されたカメラ

から AR 食ベ物カードを読込むことにより、3 次元

CG が画面上に表示される食育 AR 教材ソフトウエ

アを開発した。また、図 2 のようにカードにある

食べ物の栄養学的な役割を学ぶ AR食べ物カードを

開発した。「おひさまパワーのたべものカード」で

は、食品を「船体」と「船室」「煙突」の三つのグ

ループに例えている。本研究で開発した AR 食べ物

カードは、「食べ物カード」の指導方法を採用して

図１ おひさまパワーのたべものカード教材 
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おり、図 2 のようにバランスの良い食べ物カード

を組み合わせてカメラから読み込むと画面上に船

が現れ、汽笛がなるようにした。各グループの食べ

物を揃えると船の形が完成し動くことにより、バ

ランスよく食べることの重要さを学ぶことができ

る。また、赤、緑、黄色の CG に触れることにより、

各栄養素の役割について説明する文章が音声で流

れてくる。従って、食育の専門家ではない保育士や

保護者でも AR 食べ物カードを用いることで、わか

りやすく園児たちに食育指導が行えると考える。 

本研究で作成した AR食べ物カードを 2019年度に I

保育園で紹介し、保育士、栄養士に AR 食べ物カード

を用いた食育指導を園児たちに実施した。更に保育

士からは、園児たちの興味を聞く機会ができたので

報告した 4)。(図 3)  
 

4．AR料理カードの展開 

図 4 に示すように料理カードでは、使用した食材

の表示、料理の調理過程の映像を提示することもで

きるため、アレルギーを持つ園児たちが自ら食べて

はいけない食材や料理を知ることにも繋がる。 

 

図 5 のように，散らし寿司のカードをカメラから

取り込むと食材が表示される．この食材の中に幼児

が食物アレルギーでたべられない食材が含まれてい

た場合，その食べ物の栄養素（役割）を AR カードで

調べる． 
 

 

例えば，そばアレルギーの幼児は図 6 のようにそ

ばのカードを取り込む．すると黄色の立体（船体）

が現れるため，そばの代わりに「体（船）を動かす」

ためのご飯やパン，うどん，などを食べる必要があ

ることを学ぶ． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上：栄養素表示 下：バランスの良い食事例 

図 2  栄養素学習 AR 食べ物カード教材 

 

 

図 3  AR 食べ物カード教材の食育実施 

(a) イクラと鮭の例 (b) チーズとヨーグルト例 

図 4  食材学習カード「しょくざいなあに」 

 

図 5  ちらし寿司に含まれる食材の例 

 

図 6  そばの栄養素を示す例 

ボォ～～ 
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さらに，新たな AR カードとして，食材の表示だけ

でなく，料理の調理過程の映像を提示することがで

きるようにし，調理過程で出てくる食材を CG で分か

りやすく表示できるようにした（図 7） 

使用した食材を認識し、図 7 に示すように料理の

調理過程の映像を動画で提示することで、アレルギ

ーを持つ園児たちが今後、保育所(園)を卒園しても、

自ら食べてはいけない食材や料理のことを知り、自

ら食べることを拒否することに繋げることで、誤食

を防ぐ一助となる。 

園児たちに AR 食べ物カードについて理解できる

ように食育指導できるかどうか、食事のバランスに

ついての教材として利用可能であるかどうか、食育

を実施する際に保育士にとって、AR 食べ物カードに

対する活用時の困り事にはどのようなことがあるの

かなどについて、忌憚のない意見を聞き取れたので

報告する。 
 

5.保育士へのアンケート結果 
2021 年度は食育教材を別の T 保育園でも紹介し、

保育士、栄養士 17 名に対して AR 食べ物カードを用

いた食育指導のレクチャーを行い 5)、その折に保育

士にアンケート調査を実施した結果、図 8 に示すよ

うに、設問１：食育 AR の教育内容(食育の内容：栄

養バランス・食材を学ぶ)についての評価を尋ねたと

ころ 94.4%が大変評価あるいは評価できるとの結果

であった。 

また、図 9 に示すように、設問 2：食育 AR の教育

手法(AR を利用した食育)についての評価を尋ねた

ところ 82.0%が大変評価あるいは評価できるとの結

果であった。 
 

 

そこで、図 10 に示すように、設問 3：AR 教材を利

用した＜食育＞を子どもたちに受けさせてみたいか

を尋ねると、72.0%が大変評価できるあるいは評価で

きるとの結果であった。 

 

 

 

さらに、図 11 に示すように、設問 4：AR 教材を利

用した＜食育＞を子どもたちに実施してみたいか尋

ねたところ、56.0%が大変評価できるあるいは評価で

きるとの結果であった。 

 

 

 

図 7 料理動画 

 

図 8 設問１のアンケート結果 

 

図 9  設問 2 のアンケート結果 

 

図 10  設問 3 のアンケート結果 普通
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そこで、図 12 に示すように、設問 5：AR 教材を利

用した＜食育＞の方法について保育士としてさらに

学びたいかと尋ねると、53.0%が大変評価できるあ

るいは評価できるとの結果であった。 

 

そのため、図 13 に示すように、設問 6：AR 教材を

利用した＜食育＞は子どもたちにとって楽しい(魅

力的)と思うか問うと、94.0%が大変評価できるある

いは評価できるとの結果であった。 

これらの結果から、コンピューターに対する苦手

意識が垣間見れたため、保育士の構成メンバーの年

齢を確認した。図 14 に示すように、44%が 40 代であ

り、16.7%が 30 代であった。 

 

 

コンピューターを用いた教材としては評価してい

るが、実際に使用するとなると抵抗がある年齢であ

ると推察した。 

図 15 に示すように、設問 7：AR 教材を利用した＜

食育＞は子どもたちにとって効果的だと思うか尋ね

たところ、66.0%がすごく思うあるいはそう思うとい

う結果であったことから、教材としては良いとわか

っていても、いざ実施するとなるとソフトを壊して

しまう、上手く使いこなせないとの自由記載もあっ

た。 

 

 

そこで、図 16 に示すように、設問 8：AR 教材を利

用した＜食育＞は保育士にとって負担だ(利用が難

しい)と思うか尋ねたところ、63.0%が負担とは思っ

ておらず、37.0%しか負担だとは思っていなかった。 

 

図 11 設問 4 のアンケート結果 

 

図 12 設問 5 のアンケート結果 

 
図 13 設問 6 のアンケート結果 

 

図 14  保育士の構成メンバー 

 

図 15 設問 7 のアンケート結果 
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そのため、図 17 に示すように、設問 9：AR 教材を

提供した場合、利用いただくことは可能か尋ねたと

ころ、77.0%が利用することが出来ると回答していた。 

そこで、勤務年数も調査すると、7－9 年目の保育

士さんは 1７.0%を占め、12 年目以上が 50.0%を占め

る T 保育園であったことから、コンピューターに対

する苦手意識が強いことが推察されたが、ソフトを

利用して食育をすることも必要であると認識されて

いると実感する結果であった。 

6.おわりに
本食育 AR 教材に対する保育士の評価を踏まえ、保

育士による食育 AR 教材を用いた食育指導の可能性

について報告する。また、AR 教材を用いて園児たち

の学習効果と従来の食育指導との違いについて比較

調査を今後行っていきたい。 
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図 16 設問 8 のアンケート結果 

図 17 設問 9 のアンケート結果 

図 18  保育士の勤務年数 
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